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町
長
は
、
先
の
選
挙
に
お
い
て

５
つ
の
基
本
政
策
の
１
番
目
に

「
農
業
を
核
に
し
た
新
た
な
可
能
性
を

開
く
産
業
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
掲
げ
た

が
、
農
業
政
策
が
大
き
く
変
わ
ろ
う
と

す
る
中
、
町
と
し
て
の
考
え
方
を
伺
う
。

(1)
市
場
拡
大
に
対
応
し
た
農
業
生
産
振

興
へ
の
取
組
に
つ
い
て
。

(2)
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
な
ど
循
環
型

農
業
の
推
進
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て
。

(3)
６
次
産
業
化
や
農
商
工
連
携
に
よ
る

特
産
品
開
発
へ
の
取
組
に
つ
い
て
。

(4)
町
と
農
協
な
ど
と
の
連
携
を
基
礎
に

し
た
振
興
・
発
展
へ
の
取
組
状
況
と
一

層
の
推
進
に
向
け
た
方
策
に
つ
い
て
。

(1)
雌
雄
判
別
精
液
の
使
用
を

含
め
、
後
継
牛
確
保
対
策
に
重
点
を
置

い
た
新
規
事
業
を
検
討
し
て
い
る
。
種

子
食
用
カ
ボ
チ
ャ
「
ス
ト
ラ
イ
プ
ペ
ポ
」

は
、
食
品
メ
ー
カ
ー
か
ら
の
問
い
合
わ

せ
も
あ
り
、継
続
し
て
試
験
栽
培
を
行
う
。

(2)
平
成
27
年
７
月
に
、
十
勝
総
合
振
興

局
に
よ
る
勉
強
会
、
11
月
に
は
、
ゆ
と

り
み
ら
い
21
推
進
協
議
会
畜
産
振
興
対

策
専
門
部
会
の
主
催
に
よ
る
研
修
会
が

開
催
さ
れ
て
お
り
、
今
後
は
、
酪
農
畜

産
業
の
方
々
に
導
入
の
機
運
が
高
ま
る

よ
う
、
意
向
調
査
の
実
施
を
検
討
し
て

い
く
。

(3)
こ
れ
ま
で
、
自
社
生
産
の
豚
を
用
い

た
「
生
ハ
ム
」
、
水
牛
の
生
乳
を
活
用

し
た
「
モ
ッ
ツ
ァ
レ
ラ
チ
ー
ズ
」
、
「
リ

ー
キ
を
使
っ
た
ス
ー
プ
」
な
ど
が
商
品

化
さ
れ
て
い
る
。
今
後
は
、
幕
別
町
特

産
品
研
究
開
発
事
業
補
助
金
制
度
に
つ

い
て
、
特
産
品
の
開
発
段
階
か
ら
販
路

開
拓
に
至
る
ま
で
を
総
合
的
に
支
援
す

る
制
度
に
拡
充
す
る
方
向
で
、
来
年
度

実
施
を
目
指
し
検
討
を
進
め
て
い
る
。

(4)
農
協
や
観
光
物
産
協
会
と
の
連
携
に

つ
い
て
は
、
夏
フ
ェ
ス
タ
や
産
業
ま
つ

り
な
ど
で
、
地
場
野
菜
の
直
売
や
幕
別

産
和
牛
の
試
食
販
売
な
ど
を
通
じ
て
、

幅
広
く
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
ほ
か
、
観
光
物

産
協
会
に
お
い
て
は
、
開
成
町
あ
じ
さ

い
祭
り
や
さ
っ
ぽ
ろ
オ
ー
タ
ム
フ
ェ
ス

ト
な
ど
で
の
物
産
展
に
出
展
す
る
な

ど
、
機
動
性
を
生
か
し
た
効
果
的
な
物

産
振
興
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

今
後
、
ふ
る
さ
と
寄
附
事
業
を
実
施

す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
各
農
協
や
観

光
物
産
協
会
、
商
工
会
と
も
連
携
を
図

り
な
が
ら
「
幕
別
ブ
ラ
ン
ド
」
の
確
立

を
目
指
し
、
さ
ら
な
る
物
産
振
興
に
努

め
た
い
。

町
内
各
農
協
が
抱
え
て
い
る

現
状
と
課
題
に
つ
い
て
、
担
当
者
レ
ベ

ル
と
の
情
報
交
換
を
重
ね
、
農
協
間
連

携
等
も
含
め
た
農
業
振
興
策
の
拡
充
は

急
務
と
考
え
る
が
、
町
の
考
え
方
と
取

組
を
伺
う
。

日
常
的
に
常
勤
や
担
当
と
の
意
見

交
換
を
積
極
的
に
進
め
て
行
き
た
い
。

町
長
公
約
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ

ー
ズ
「
子
ど
も
た
ち
の
未
来

の
た
め
に
～
子
ど
も
を
育
て
て
み
た
い

と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
」
に
は
、
多
く

の
町
民
が
同
じ
思
い
や
願
い
で
期
待
を

寄
せ
て
お
り
、
次
の
点
に
つ
い
て
伺
う
。

(1)
小
中
学
校
で
の
教
材
費
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

費
、
少
年
団
や
部
活
動
の
保
護
者
負
担

の
状
況
に
つ
い
て
。

(2)
「
未
来
を
担
う
人
材
を
育
成
す
る
」
た

め
に
向
け
た
今
後
の
取
組
に
つ
い
て
。

　
　
　
　
　

(1)
教
材
費
は
年
間
平
均
で
、

小
学
６
年
生
が
５
１
３
２
円
、
中
学
３

年
生
が
４
４
４
０
円
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
は
、

小
学
校
が
５
８
１
１
円
、
中
学
校
が
５

５
８
０
円
と
な
っ
て
い
る
。

　

少
年
団
や
部
活
動
に
つ
い
て
は
、
負

担
額
な
し
か
ら
数
万
円
と
大
き
な
隔
た

り
が
あ
る
。

(2)
保
護
者
に
対
し
て
掛
か
る
費
用
の
一

部
を
支
援
し
負
担
軽
減
が
図
ら
れ
る
よ

う
な
効
果
的
な
施
策
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
る
ほ
か
、
本
町
出
身
の
現
役
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
ア
ス
リ
ー
ト
と
子
ど
も
た
ち

が
触
れ
合
う
機
会
を
設
け
る
な
ど
、
人

材
の
活
用
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

答問
農
業
の
一
層
の
振
興
と
農
業
を
核
と
し
た
産
業
全

体
の
強
化
や
地
域
経
済
の
循
環
を
目
指
す

「
農
業
を
核
に
し
た
新
た
な
可
能
性
を
開
く
産
業
」

へ
の
取
組
に
つ
い
て

問

答

町
　
長

小川　純文
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   （政清会）

教
育
長

答問
保
護
者
の
負
担
軽
減
施
策
や
ス
ポ
ー
ツ

を
通
じ
て
の
人
材
育
成
を
検
討
し
た
い

「
未
来
を
担
う
人
材
の
育
成
」
に
向
け

た
取
組
に
つ
い
て

問

再

質

問

幕別産和牛試食販売の様子
（産業まつり）


